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発表要旨



　「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録が目前に迫ってきました。「縄文時代の人々の生活と精神文化を今

に伝える貴重な文化遺産」として縄文文化を代表しての登録となりますが、世界遺産は遺跡・遺構の保護制度であり、

縄文人が使った道具類は構成資産に含まれておりません。

　縄文人らしい道具の筆頭が縄文土器です。様々な形・文様を施した多種多様な土器群は、世界の先史文化でも類の

ないものです。このうち、北海道・東北を含む東日本の縄文時代後期中葉～後葉は、注口土器・異形台付土器・香炉

形土器など縄文文化全体の中でも土器のバリエーションが豊富な時期にあたります。

　これらは、広域に広がるものと狭い範囲に限定されるもの、各種の異形形態や顔面・身体装飾などを持つものなど

興味深い特徴を持っており、土器に対して強い文化的・社会的役割を与えた縄文人を探る上で欠かせないものです。

また、その期間はちょうど著保内野・風張の２つの国宝の時期や北海道の周堤墓にも重なり、縄文社会の変革を考え

るうえでも重要な時期です。

　もちろん、これらは単に東北・北海道だけの変化ではなく、東日本ひいては日本列島全体を視野にいれたネットワー

クの中での動向です。本研究会では、主に、東北と関東のそれぞれの土器群の変化を把握した上で、両地域の関係性

や、社会の複雑化動向での位置づけを検討し、西日本からのコメントを加えて、土器のバリエーション増加という視

点から縄文社会の特徴を考えてみたいと思います。

　今回の例会発表における時期および土器編年は、本誌 12頁に掲載しております。併せてご参照ください。
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１．縄文土器の様式構造におけるⅢ類変異の位置 

（１）縄文土器のカタチの変異と画期の意味 

 縄文土器の区分については、厚手式／薄手式を端緒に、現在は草創期～晩期の６大別が一般的である。薄手式を

後期・晩期に分割したように、山内清男の「年代学的の単位」という立場からは便宜的なものであるとされ、縄文

文化・社会一般については別途時期区分が模索されてきた。そうした中で、小林達雄（1982・1996）は土器自体の

変化を、①イメージの時代（草創期）、②主体性確立の時代（早期）、③発展の時代（前期）、④応用の時代（中期以

降晩期まで）の４つに区分した。①は既存容器の模倣、②は土器としての器形の成立を論じたものだが、③は煮沸

用以外の壺・鉢の出現、④は甕棺・埋甕炉などへの利用や釣手土器など食物以外との関係を画期の根拠としている。

③は、林謙作（1990）が縄文土器のバリエーションの多くを「器種分化」で説明できる、としたものに対応する。 

 そもそも、土器のバリエーションについては、様式・型式・形式をはじめとする諸概念で検討されてきたが、最

も多く議論されてきたのは、①以来の深鉢の器形・文様の変異から時期差・地域差を明らかにしようとするもので

あった。次いで、生活・文化の違いを器種（形式：本稿では、器種は小林達雄（1977）の形式と同義とし、深鉢・

鉢・浅鉢・注口土器・異形台付土器・釣手土器・香炉形土器などのレベルの機能差による分類群とする。これらを

さらに細分したものは後述のⅠ類変異であり、小林の型式に相当する（時期を越えて自律的に変化する場合は系列

ないし系統と呼ばれる）が反映するとする立場からの器種組成論がある。小林は出現の時期差に留意して、③飲食

系土器の分化と、④非飲食系土器の出現に分けて論じている（飲食系／非飲食系の語は阿部昭典2013による）。器

種分化を文化的な変化、社会的行為そのものの分化と捉える林や、鈴木徳雄（1992）の議論は③の食器系の分化を

論じたものである。浅鉢は前期に出現して以来、注口土器は後期に定着して以来、分布を広げ晩期に至っている。

これに対し、④のうち非飲食系土器として、器台、釣手土器、香炉形土器、異形台付土器などがあるが、これらは

時期・地域が限定されており、③のような継続性がみられない。器形自体に象徴的な部分が大きく形態が収斂しな

かったこと、必要性が限定されなかったためであろう。 

 以上のような観察からは、小林が③・④を区分したことに意味があることがわかる。筆者はこれを継承する立場

から、①以来の１つの器種内のバリエーションを「Ⅰ類変異」（精製／粗製、波状口縁／平縁などの差も含む）、③

以来の食器系の器種分化を「Ⅱ類変異」、④の象徴的形態の出現を「Ⅲ類変異」と呼んで区別している（図１；中

村2019a・2021）。 

 このような視点で、東日本の縄文時代を概観すると、Ⅲ類変異が出現する時期として、中期中葉～後葉（釣手土

器・器台など）、後期中葉～後葉（異形台付土器・香炉形土器など）がクローズアップされてくる。そして、この両

時期はⅢ類変異だけでなく、Ⅰ類変異・Ⅱ類変異も多く出現している。つまり、Ⅲ類変異の出現は縄文文化の中で

の特異な時期であること、またその理解にはⅠ類・Ⅱ類変異とあわせて検討することが必要であることが分かる。

本研究会で取り上げる後期中葉～後葉は、こうした各種のバリエーション豊富な時期にあたるのである。 

報告１
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（２）様式構造におけるⅢ類変異の位置 

 一定地域内での、土器の総体のまとまりは、様式（小林行雄／小林達雄）または型式（山内清男）と呼ばれ、そ

の組み合わせや相互の関係は、様式構造または型式構造として分析されてきた。特に堀之内式期～加曽利 B2 式期

はその構造の変化が知られており、多くの分析がある（阿部1998、秋田2008、竹林2020ほか）。 

 これらの分析において、注口土器（椎塚類型）は主要器種の一角を占める一方で、深鉢の分布範囲を超えて広が

り、加曽利B1式前半までは他の精製土器とは異なる系統の文様を持つことから、「地域間交流を媒介する性質」（秋

田1999）を持つものとして注目されてきた。福永将大（2020）の様式構造論では椎塚類型注口土器は最高位に位置

づけられている。このことは、特定の器形・文様を備えた器種が縄文社会において重要な役割を果たしていたこと

を意味する。なお、福永の様式構造論は、タイプ・フォームとともに、「レベル」に注目し、それら製作属性ととも

に、それぞれの組成という使用属性も包括した田中良之（1982）の視点を引き継いでいる点が注目されるものの、

レベル差という価値認識に関してはミガキの程度のみを指標としている点に課題がある。（中村2020b）。秋田が指

摘した文様の独自性という視点や、数量比を加味し、筆者（中村2013）が検討してきた副葬などの儀礼利用での使

用率などで検証することも必要である。 

 その後、この椎塚類型注口土器が占めていた社会的地位は、加曽利 B1 式後半期における西富類型注口土器（鈴

木 2020）の他の精製土器との文様の同一化を経て、加曽利 B2 式期には関東系の標準型注口土器が消失する中で、

は分散していくようである。広域分布の注口土器は東北にあって縄文を伴わない独自文様を持った宝ケ峯型（鈴木

2007）が担うが、秋田は、「地域間交流を媒介する性質」を異形台付土器に想定している。その後、東北系に加えて

関西系の注口土器も移入されるが、安行式に至り、関東独自の注口土器が再び出現する。但し、関東では東北系の

注口土器も併用されており、容量の違いから異なった社会的役割が想定されている（鈴木2020）。また、曽谷式期

以降、Ⅲ類変異に加えて、環状化・顔身体化など注口土器や香炉形土器のⅠ類変異など、バリエーションが増加し、

また次々に入れ替わる。しかし、宝ケ峯型や、同時期に出現する異形台付土器・釣手土器・下部単孔土器などのⅢ

類変異、双口化などの注口土器のⅠ類変異は様式（型式）構造論の対象外となっている。また加曽利 B3 式期以降

はそもそも様式（型式）構造自体があまり議論されていない。上記の諸現象は、土器に高い社会的役割を与えた縄

文社会を理解する上で欠かすことができないものであり、土器群全体の動向の中に位置づける必要がある。 

 

２．土器群変化の概要 

各時期の土器の詳細は各氏の報告に委ねるが、筆者が注目している事象を以下に列挙する（中村2021）。 

【加曽利B1式期／十腰内２式】 

・中部～東北中部で斉一性の高い、帯縄文を中心とする精製土器群（深鉢・浅鉢・鉢・注口土器）（秋田1998） 

・関東系椎塚類型注口土器の広域分布 

・粗製土器には地域差（阿部1998） 

【加曽利B2式期～加曽利B3式期／十腰内２～３式】 

・関東～北海道の広範囲で、複数の文様系統（横帯文・磨消縄文・斜線文）の類似現象（秋田 1998、福永 2020、

西村2018）。共通した「型式構造」（加曽利B2式期：竹林2020） 

・関東系注口土器の消失と宝ケ峯型注口土器の広がり（鈴木20007）。 

・関東では鉢なかま（算盤玉形土器・丸底鉢など：秋田2002）の出現 

・東関東を中心に異形台付土器・釣手土器（二窓／四窓）・双口土器、東北を中心に下部単孔土器の出現。異形台

付土器・下部単孔土器は北海道～中部に広域分布（蜂屋2013、西村2020）。 

・深鉢波状口縁に顔面装飾出現、良文貝塚の顔面付釣手土器？ 

【曽谷式期／瘤付土器第Ⅰ段階】 
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報告 1  土器群の画期−新器種の出現、異形化、顔身体化−（中村）
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注口付壷

注口
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有孔浅鉢

鉢
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丸底鉢 算盤玉鉢 台付鉢
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異形台付 釣手
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香炉

注口付鉢

煮沸系
非煮沸系

Ⅰ類変異
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顔面装飾

長頚壺

双耳壺片口鉢

異形注口

鉢系統 壺系統 鉢系統 壺系統

環状注口

高杯

図１　縄文土器の分化・変異 （中村 2019b に小林の区分を加筆）

イメージの時代

主体性確立の時代

小林達雄による区分

応用の時代

発展の時代

異形台付土器
破片集中

小型石棒２点

●
●

●●

●

2. 千葉県加曽利貝塚

1. 東京都鶴川遺跡群Ｍ地点 S=1:400

縦
方
向
の
連
続

横
方
向
の
連
続

縄文
刺突

右上りの縄文

右上り
左上り

左上りの縄文

横 縦

縦 横
縦 横

横 縦

区
画

縄文回転方向

5. 青森県神明町 ５住

遺構　S=1:300
土器　S=1:12
(* S=1:24)

4. 青森県酒美平 SI26

3. 青森県朝日山 (1) １住
欠損

接合 40ｍ先

接合
AH10 覆土

6. 北海道

野田生１ AH11

【加曽利 B2式期
  ～加曽利 B3 式期】

【瘤付土器第Ⅰ段階】

7. 青森県風張 (1)　15 住

【瘤付土器第Ⅱ段階】

8. 青森県水木沢 2 住

＊

＊

9. 青森県風張 (1)　113 住 10. 青森県荒谷 C 区 14 住

【瘤付土器第Ⅳ段階】

図２　竪穴床面出土事例 （中村 2013・2020a より作成）
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図３　顔身体土器（１）

2. 岩・畠中

【深鉢】

【注口土器】

加曽利 B3 式期 瘤付土器第Ⅰ段階 瘤付土器第Ⅱ段階

瘤付土器第Ⅰ段階

瘤付土器第Ⅱ段階

時期不明

瘤付土器第Ⅲ段階 瘤付土器第Ⅳ段階

第Ⅲ～Ⅳ段階

第Ⅳ段階～晩期初頭

1. 宮・宝ヶ峯

4. 青・風張 (1)

5. 秋・ヲフキ

6. 青・平川市（東博）

7. 山・宮の前
8. 宮・下別当

9. 青・十腰内 (2)

10. 青・上野尻

11. 秋・狐森

12. 埼・高井東

13. 新・元屋敷

14. 福・薄磯

16. 宮・宝ヶ峯 17. 秋・鹿爪

19. 青・風張 (1)18. 北・柏木Ｂ

20. 新・元屋敷

21. 北・茂辺地
22. 秋・堀ノ内

23. 青・五月女萢 25. 岩・長倉Ⅰ 26. 福島県（東博）24. 北・茂辺地

S=1:5（写真は縮尺不同）

15. 新・元屋敷

3. 國學院大所蔵
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報告 1  土器群の画期−新器種の出現、異形化、顔身体化−（中村）

【香炉形土器】 瘤付土器第Ⅰ段階 瘤付土器第Ⅱ段階

瘤付土器第Ⅲ段階

瘤付土器第Ⅳ段階 瘤付土器第Ⅲ～Ⅳ段階

27. 青・二ツ石

図４　顔身体土器（２） S=1:5（写真は縮尺不同）

28. 宮・宝ヶ峯

29. 青・大湊近川 30. 岩・萪内

33. 青・大湊近川 34. 青・川原平 (1) 31. 岩・駒板３ 32. 岩・長倉Ⅰ

35. 青・川原平 (1)

36. 青・川原平 (1)

37. 青・川原平 (1)

38. 岩・宮野
39 ～ 42. 青・五月女萢

43 ～ 45. 青・川原平 (1)

【壺】第Ⅱ段階

46. 福・日向南 47. 北・茂辺地

48. 岩・石鳩岡 49. 青・十腰内

【器種不明】 第Ⅱ段階

51. 新・元屋敷

第Ⅰ段階

52. 新・元屋敷

50. 青・風張 (1)

53. 岩・長倉Ⅰ

【釣手土器】加曽利 B2 ～ 3 式期 54. 千・良文

時期不明
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・西関東～中部で前時期の地域差を継承して高井東式の成立。 

・東関東～東北は入り組んだ磨消縄文帯を共有。 

・東北の注口土器は深鉢と同じ帯縄文を基調とするようになる一方、別途微隆線文手法が出現（阿部2012）、環状

化・水差形化・顔面装飾の出現（中村2017） 

・東北系の香炉形土器・異形台付土器の出現（平原2013） 

・関東に関西系（元住吉山Ⅱ式系）注口土器の移入 

【安行１式期／瘤付土器第Ⅱ段階】 

・関東・東北の文様の分化 

・関東で安行型注口土器（吉岡2006）、北海道で堂林型注口土器の成立 

・注口土器の異形化（環状化・縦横型環状化・鳥形化・巻貝形化）・顔身体化の盛行と無文化（中村2017） 

【安行２式期／瘤付土器第Ⅲ・Ⅳ段階】 

・安行２式・瘤付土器深鉢の広域移動（大塚2000、関根2006、小林2010、新屋2015） 

・第Ⅲ段階では注口土器の異形要素は沈静化するが、第Ⅳ段階で再び顔面装飾の盛行。 

・注口基部の睾丸表現が一般化（坂口2013） 

・高石野類型注口土器の出現・広域分布（小林2010） 

・香炉形土器の顔身体化（顔面・足形・動物装飾など） 

・関東では異形台付土器・角底土器を中心に、細刻文手法が盛行 

・関東では木菟土偶顔面表現の土器装飾化 

【安行3a式期／大洞Ｂ式期】 

・深鉢文様の類似化 

・異形台付土器の変容（異形脚付土器化・手燭形土器化）（蜂屋2008） 

 

３．竪穴床面からの出土状況 

 一般に縄文時代の竪穴床面には遺物が少ないとされる中で、特殊な土器が目立つことは小林達雄（1974）が「井

戸尻パターン」として指摘していた。小林その後、後期中葉の異形台付土器の例に注目しているが、後期後葉の東

北では無文・縄文のみの土器を含めた多数の出土例がある。そこでそれらの消長を検討したところ、以下のような

興味深い変化を見出すことができた（図２；中村2020a・2021）。 

 当該期の東北・北海道での竪穴出土の完形・略土器のほとんどは、深鉢・注口土器・鉢・壺・浅鉢であり、時期

による変化もみられるが、ここではその他の器種の動向をみていく。 

□加曽利B2～3式並行期の東北の事例数は少なく、関東での異形台付土器の床面出土例とは異なり、この時期に登

場する新器種はほとんど使用されない。また、瘤付土器第Ⅰ段階には、下部単孔土器や異形台付土器の床面出土例

が増加するが、この時期に登場する香炉形土器や微隆線文注口土器はわずかである。さらに第Ⅱ段階には、香炉形

土器の床面出土例が増加する。 

 以上のように新たに登場した器種や異形化例はその時期にはほとんど床面には配置されないが、例外として、加

曽利 B2 式期の北海道八木Ｂ遺跡例（黒色・４単位構成の注口土器と赤色・３単位構成の下部単孔土器の共伴例）、

瘤付土器第Ⅰ段階の北海道野田生１遺跡例（赤色の微隆線文注口土器と黒色の鉢がそれぞれ打ち欠かれて共伴した

例）、第Ⅱ段階の岩手県近内中村遺跡での巻貝形土製品、青森県二ツ石遺跡での動物装飾突起付の香炉形土器など

がある。前２者はこれまでにも「異質な二者」の象徴操作の例として引用してきたものであり（中村 2013 など）、

後２者も象徴的意味合いの強い個体である。さらに、第Ⅰ段階には風張(1)遺跡の国宝合掌土偶も床面に土器が配

置された竪穴から出土している。筆者はこうした事例から、床面に土器を配置する行為は社会的に価値の高い儀礼
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と予測してきた。しかし、事例の集中する旧南茅部町域・八戸市域・軽米町域を集計すると、この行為の執行率は

５割を超えていることが判明した。その多くは配置方法に特殊性は見出せず、無文や縄文のみの個体が増加する。

つまり、当初は象徴性の高い行為だったものが、事例数の増加や素文系土器の仕様の増加に従って、社会的価値が

低下したようである。 

 

４．土器の異形化・顔身体化 

 上記の諸要素のうち、ここでは異形化・顔身体化を取り上げる。これは、同一器種内の変異、すなわちⅠ類変異

の一種で、形態変化・変異を異形化（特殊文様を含む）、そのうちの顔面装飾、手足などの装飾、人体文、動物形の

装飾などを総称して顔身体化とする。これらの集成は、吉本洋子・渡辺誠（1994・1999・2005）、渡辺誠（1998a・

1998b・2000・2008）をはじめ、青森県域での成田茂彦（成田1997）、岡本洋（2017）、福田友之（2018）などによ

って行われてきた。本稿ではこれらに近年の調査例を加えて検討する（図３・４）。 

深深鉢鉢 最も早い例は深鉢であり、加曽利 B3 式併行期と思われる石巻市宝ヶ峯例があり、また続く瘤付土器第１段

階には、両面の八戸市風張(1)遺跡５住例をはじめ数例がある。前稿（中村2021）では、前段階である加曽利B1式

期～2 式期に盛行する「華燭土器」（鈴木 2004）の延長上に位置づけたが、そのように上記の二段階変異モデルが

適用できるかは検討の余地がある。 

釣釣手手土土器器 同じく加曽利 B3 式期に位置づけられる可能性があるのが香取市良文貝塚の釣手土器である。関東の二

窓式の釣手土器の器形をベースとし、その片側を塞いで顔面としたものと考えられる。加曽利 B2 式期に位置づけ

られてきたが（蜂屋2013、西村2020）、「耳」の形態を見ると、加曽利B3式の基準とされる市原市祇園原貝塚例50

住例や西村が共伴土器から同時期とする君津市鹿島台遺跡DSI-018例などに類似している。釣手土器の顔面装飾例

は１例のみであること、東関東における確実な加曽利 B2 式例の状況が不明なことから、位置づけの難しい資料で

ある。 

注注口口土土器器   異形化・顔身体化の例が最も多いのが注口土器である。上記の集成研究は、時期を越えた網羅的な検

討が主体であったが、そうした中で、渡辺誠（1998b）は、顔面付注口土器の検討に際し、環状注口土器や双口土器

などを関連付けて論じている。また、鈴木克彦（2007）も、特殊な注口土器（異形注口土器）を概観する中で、人

面付・双口形・環状形・香炉形・多孔底形・有脚形・異形台付形・台付形などを挙げた。これらの研究をうけ、筆

者は、様々な形態の注口土器の変化を型式学的に推定した（中村2017）。 

 異形化は標準型（椎塚類型）への脚付化・環状化・双口化などの形で堀之内２式新段階～加曽利 B1 式期のから

出現するが前述のように、椎塚類型自体が深鉢・鉢などとは異なる石神類型に由来する特殊な文様を施していた。

加曽利B2式期の東北の宝ヶ峯類型も同様に特殊文様を持つ。関東独自の標準型注口土器が失われる加曽利B2式期

にも、各種の双口化（双口環状／注口付／鳥形など）がみられる。 

 瘤付土器第Ⅰ段階古相に顔面が付される例が出現するが、注口基部の顔面装飾を除いて標準型に付されるものは

十腰内２遺跡例を除きほとんど見られず、異形化した形態に付されるので、出現順序は異形化が先と考えられる。

まずこの時期に水差形化・環状化・巻貝形化などの形態変化があり、あわせて「微隆線文」（阿部2012）という特

殊文様が一部の注口土器・壺などに付される。異形化はほぼ東北の範囲内だが、微隆線文は東北を中心に、西は下

呂市湯屋遺跡、南は秦野市金山遺跡まで広域で確認している。微隆線文顔面付環状注口土器である村山市宮の前例

などこの段階に位置づけられる資料もあるものの（相原2014）、顔面装飾は第Ⅱ段階になって環状・巻貝形などの

器形に顔面装飾が付される例が増加する。ほとんどが東北および村上市元屋敷遺跡に位置するが、関東では桶川市

高井東遺跡に顔面付横型環状注口土器がある。これらは土器の口縁部または頸部に顔を付すものであるが、注口基

部に顔面を持つものも４例が知られる。このうち器体全体が判明するのは恵庭市柏木Ｂ遺跡例第1号環状土籬1106

号土壙壙口部例のみである。1110 号土壙壙口部の注口土器などを勘案すると瘤付土器第Ⅱ段階に相当する。風張
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(1)遺跡例は遺跡全体の消長から遅くとも第Ⅲ段階までに収まるであろう。なお、当該期の注口土器文様は微隆線

文を除くと深鉢と同一であるが、中門亮太（2007）は、一括資料の検討から、次期の文様を注口土器が先取りして

いる例のあることを指摘しており、注口土器の重要性を示している。 

 他方、上磯町茂辺地遺跡例は、第Ⅳ段階併行の「茂辺地式」（鈴木2000）の基準とされる土器群と同時期の可能

性がある。その土器群には、顔面付縦横型環状注口土器をはじめ、顔面・動物装飾の破片（器種不明）が伴ってい

る。ほかに、湯沢市堀之内遺跡の顔面付縦型環状注口土器も第Ⅳ段階～大洞 B1 式期であり、第Ⅲ段階の空白を経

て再び顔面装飾が復活し、大洞Ｂ式期には関東まで類例が広がる。合わせてこの後期末～晩期初頭には注口基部に

瘤が２つ付されるものが普及し（一部関東まで）、「ファロス付型注口土器」（坂口2013）として検討されているが、

これも注口土器全体を男性に見立てた身体化と位置づけられる。 

香香炉炉形形土土器器 香炉形土器は瘤付土器第Ⅰ段階古相の東北～道南に現れるが、際立った異形形態は知られていない。

この段階で既に頂部に動物装飾を持った今別町二つ石遺跡２住床面例がある。続く新相にも宝ヶ峯例があるが、増

加するのは第Ⅱ段階である。頂部装飾のほか、香炉の覆い部分を顔面とした軽米町長倉Ⅰ遺跡例、同駒板３遺跡例

などがある。第Ⅲ段階以降、床面土器出土例が激減することから時期が明瞭なものは少ないがむつ市大湊近川遺跡

では第Ⅲ段階と思われるＵ字形の頂部装飾が変形して、２匹の海獣と解釈されている例がある（渡辺1989）。本例

が動物か否かは判断が難しいが、同様の形態で鼻や目を付した例が川原平(4)遺跡、茂辺地遺跡などで複数出土し

ており、動物形の頂部装飾がⅢ～Ⅳ段階に増加したと考えられる。また、大船渡市宮野貝塚では窓下部に足形と思

われる装飾が付されており、類似した文様は、水神遺跡IIc58土坑の香炉形土器に例がある（同例は小林2010、平

原2013が第Ⅳ段階、西村2020第Ⅲ段階に位置づけている）。 

壺壺 このほか、石鳩岡遺跡や弘前市十腰内遺跡など数は少ないが壺に顔や人体文をつけるものがあり、前者は第Ⅰ

段階新相、後者は第Ⅱ段階に位置づけられる。 

分分布布範範囲囲とと消消長長 このように、異形化は注口土器で後期中葉の関東に例があるが、顔身体化した土器は、桶川市高

井東遺跡例を除き、異形注口土器や香炉形土器の分布と重なるように、東北～道央に限定されている。また、これ

ら後期後葉の顔身体土器の消長は、数は少ない出現期である瘤付土器第Ⅰ段階、注口土器ほかでの盛行する第Ⅱ段

階、および数は少ないが香炉形土器を中心とした第Ⅲ段階、注口土器に顔面が復活する第Ⅳ段階～大洞Ｂ式期に区

分できる。 

 

５．縄文社会の変動期における土器群変化の意義と背景 

 当該期は縄文社会論の中で大きな変化の時期として認識されており、直近では安斎正人（2021）が、ボンドイベ

ントとは別に加曽利B3式期～曽谷式期の変動を3.4kaイベントと呼んで注目している。 

 林謙作（1976）は「亀ヶ岡式文化」の生業技術的基盤として、入組文土器群（その時期幅は今回の対象時期とほ

ぼ重なる）後半期の漁撈技術の確立を挙げるとともに、山形土偶の女性表現の写実化を生理的分業の強化に伴うも

のと解釈している。阿部芳郎（2019）は山形土偶のサイズの分化を指摘し、耳飾のサイズ分化とともに、社会組織

の分化との関連を指摘する。階層化・複雑化を積極的に認める立場の論拠となる北海道ではカリンバ３遺跡などの

「厚葬」とされる事例もこの時期である。同じく社会複雑化の文脈で取り上げられることの多い京葉地域の「大形

住居」について、高橋龍三郎（2004・2017）が内部の柱穴を同時存在と解釈して、二重の遮蔽から内部で行われる

行為の秘儀性、すなわち行為（儀礼行為？）へのアクセス権の階層性を指摘している。阿部芳郎（2001）は階層性

を積極的に主張していないが、上記のように社会組織の分化を指摘しており、そうしたものの統合のための共同祭

祀の場として、大形住居を位置づけている。この場で使用されるのは土偶・石剣類および異形台付土器である。瘤

付土器の時期の社会については、前述の林の見解や、谷口康浩（2005）が風張(1)遺跡の環状集落について関東と

は異なる「各地域における固有の社会史として説明されるべき」と指摘がある。具体的な変化の議論は多くないが、
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村木淳（2005）が、楕円形プラン＋地床炉から円形プラン＋石組炉への変化を指摘している。小林圭一（2017）の

細別では５式古段階（瘤付土器第Ⅱ段階）が両者の過渡期にあたる。瘤付土器第Ⅲ～Ⅳ段階には集落遺跡も激減す

る中で香炉形土器や再び顔面付土器が出現する意味についてはさらに検討を要する。 

 とはいえ、こうした中で盛行するⅢ類変異としての各種異形器種、および一時的なⅠ類変異である各種異形化は、

生活・技術に直接かかわらない部分の複雑化を示している。これらの土器は儀礼に用いられたと考えられるが、単

に宗教的・儀礼的な活動が活発化しただけではない。最も変異の大きい注口土器は、鈴木徳雄（1992・2020）が強

調するように、参加者同士のコミュニケーションにおいて、注ぎ／注がれるという関係性や、液体の摂取に用いら

れるものであり、土偶・石剣などの第二の道具よりも身体へ直接的に作用するものであり、社会性も高く（耳飾も

同様の性質を持つ）。谷口康浩（2017）は、縄文時代の儀礼祭祀の大きな特徴として、集団墓や葬制との密接な結

びつきによる発達を挙げるが、今回取り上げた時期以外のものを含め、Ⅲ類変異は墓坑・墓域からの出土は極めて

少ない（中村2013）。このことも、基底となる社会・儀礼に加えて、特定状況下に限ってⅢ類変異の必要性が生じ

たことを示している。また、五所川原市五月女萢遺跡や湯沢市堀ノ内遺跡など後期末以降の墓域からは顔面付浅鉢

や注口土器など飲食系土器の変異が見られるので、それらとⅢ類変異では意味合いが異なることも考慮する必要が

ある。 

 

（２）変化の背景 

 今回、具体的な議論まで進めるかわからないが、これらの背景として注目しているのが、型式変化のスピードと

時間幅、人口数の変化、地域間交流の粗密である。 

 広域編年をみると、関東の曽谷式期は２～３細分されている。また、安行２式も瘤付土器第Ⅲ～Ⅳ段階に分けら

れている。もちろん関東でも深鉢の細分は試みられているが、注口土器その他の器種まで対応できない。このこと

は、両地域での型式変化のスピードが異なっていることを示している。本来、両地域での各型式の時間幅を比較す

る必要があるが、小林謙一（2019）での関東での推定値では、加曽利B1式期：150 年、加曽利B2式期：225年、

加曽利 B3 式期：105 年、曽谷式期：50 年、後期安行式期：150 年であり、曽谷式期は他と比べて少なくない。近

年、津軽ダム地域など東北の測定例が増加しているので、改めてこの問題を検討する必要がある。 

 従来、土器の器種の増加や儀礼利用については関東を念頭に、環状集落が人口増加期に出現するという谷口康浩

（2005）のモデルを援用してきたが（中村2013）、後期後葉期は関東でも住居数は減少し（竪穴の掘り込みが浅く、

カウントが難しいという問題もある）、東北でも上述のような第Ⅲ～Ⅳ段階の状況を説明できない。設楽博己（2004）

は京葉地域の竪穴住居数をカウントしている。そこで示された小林の年代幅推定値は上記のものと異なっているが、

新たな推定値で計算しても、加曽利 B1式期よりも加曽利 B2式期の方が多いことは確かである。安斎正人（2021）

は西村広経（2015）のデータを集計し、加曽利B2式期 26軒、曽谷式9軒、安行１式期48軒、安行２式期25軒、

安行3a式期27軒を示している。年代幅が不明だが安行１式期の増加も可能性が高い。一方、東北でも住居跡数の

カウントが行われているが（市川2012、中村2013、関根2014、斎野2011ほか）、時期を越えた比較に主眼がある

ものが多く、十腰内４～６式と瘤付土器編年との対応が不明のため、筆者が集計した八戸市域・軽米町域・旧南茅

部町域のデータ（中村2020）を、単純に関東の推定値に照らして計算すると瘤付土器第Ⅰ段階の激増となる。これ

が実態かどうかは疑わしいが、この時期に増加していること自体は認められよう。住居数以外での人口増減の推定

として、狩猟対象獣に関する指摘があり安斎が紹介している。即ち東京湾岸貝塚では加曾利 B3 式式期以降イノシ

シ・シカ骨が増加するデータ（樋泉2014）および人口増加期に狩猟圧で減少した大形獣が人口減少期に復活したも

のという植月学（2014）の解釈である。但し、樋泉のデータでは曽谷式～安行 3a 式がシカ・イノシシが多いとさ

れており、細別時期ごとの増減はわからない。 

 地域間交流の粗密については、上述の通り土器群の構成から加曽利 B2 式期、安行２式期に深鉢の移動、異系統
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の受容、融合が指摘されている。土器以外では東北由来の成興野型石棒が列島各地に広がっているが（長田2012）、

初限は瘤付土器第Ⅰ段階とみられる（池田2002、後藤2018）。 
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関東 加曽利 B1 式 加曽利 B2 式 加曽利 B3 式 曽谷式 安行１式 安行２式

小林圭一 
（2008・
2015）

宝ヶ峯３式 瘤付土器　第Ⅰ段階古相 第Ⅰ段階新相 第Ⅱ段階 第Ⅲ段階 第Ⅳ段階

十腰内３式 十腰内４式古段階 十腰内４式新 十腰内５式古 十腰内５式新 十腰内６式

堂林式 古・中 堂林式 新 湯の里３式 御殿山式

加曽利 B3 式 曽谷式 安行１式 安行２式 古 安行２式 新

青森県史
（児玉 2013）

４期 ５期 ６期
７期

８期
第１段階 第 2段階 第 3段階 第 4段階

鈴木克彦
（2001）

十腰内２式 丹後平式 十腰内３式 十腰内４式 十腰内５ａ式 ５ｂ式・５ｃ式 風張 A式・B式 大湊近川式
十腰内６式 

（駒板式・家の後式）

加曽利 B1 式 加曽利 B2 式 加曽利 B3 式 曽谷式 安行１式 安行２式

関根達人 
（2005）

瘤付土器１期
（西ノ浜式）

２期
馬場瀬段階

３期
中屋敷段階

4期
滝端段階

５期
（未命名）

６期
駒板段階

加曽利 B3 式 曾谷式 古 曾谷式 新 安行Ⅰ式 安行Ⅱ古式 安行Ⅱ新式

中門亮太
（2013）

瘤付土器１期 ２期 ３・４期 ５期 ６期

西村広経
（2018）

第 1段階 第 2段階 第 3段階

十腰内２式 十腰内３式

中村耕作
（2020）

4-1 期 4-2 期 ５期 6/7-1 期 7-2 期 7-3 期 7-4 期 ８期

東北主要 
基準資料

風張 45 住
王ノ壇Ⅳ区・
Ⅴ区Ⅶ層

風張29住・42住 風張 15 住
馬場瀬

風張 5住、
根井１住、
中屋敷 SI01

風張 7住・63
住・Ⅱ 32 住、
滝端 H9-4 住、
田柄Ⅴ群

風張 148 住、
大日向Ⅱ SA51、 
田柄Ⅵ群

駒 板 Ⅲ C87-5
ピット、
田柄Ⅶ群

田柄Ⅳ群

北海道

西村広経
（2021）

N30-10 層式
手稲式 /
𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽

𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽 エリモＢ式

阿部明義 
（2008）

堂林式直前
（𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽𩸽

堂林式 古
　堂林式 中・新　三ツ谷式　御殿山式古
　　　　　　　　　　　　　（湯の里３）

御殿山式 新

坂口隆
（2018）

　　　　　　
手稲２式／

３式
𩸽𩸽𩸽𩸽 エリモＢ式 堂林１式 堂林２式 堂林３式

北海道主要
規準資料

忍路 3rd ／
忍路Ⅲ dⅢ c

忍路Ⅲ a層

末広Ⅱ H52 竪穴

西日本

関東 加曽利 B1 式 加曽利 B2 式 加曽利 B3 式 曽谷式 安行１式 安行２式

近畿
（渡辺コメント）

北白川上層３期 一条寺Ｋ式 元住吉山Ⅰ式 元住吉山Ⅱ式 宮滝１式／宮滝２式 滋賀里Ⅰ式

Ⅲ段階 Ⅳ段階 Ⅴ段階 Ⅵ段階

九州
（福永コメント）

Ⅰ段階 Ⅱ段階 Ⅲ段階

北久根山式 西平式 太郎迫式 三万田式 鳥井原式／御領式 天城式／古閑式

 

（中門 2013・小林 2015 を参考にその後の研究を追加して作成）

編年対照表


